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西日本におけるウミモワレカラ Cゆrella algaceusの検討
阪口正樹* ・谷良夫柿

Examination of the skeleton shrimp Ca..ρrella algaceus (Crustacea ;  Amphipoda) 
in West J  apan 

Masaki S A K A G U C HI* &  Y  oshio T  ANI柿

Abstract :  Skeleton shrimp， Capr・ella algaceus， has a  habitation only in the Far East Asia 
;  Possjet Bay， Korea and Japan. After analyzing the mitochondrial D N A  of 出is skeleton 
shrimp in west J  apan， w e  understood that they were divided into the groups of由e Pacifi.c  
side and the Sea of J  apan side. 
The genetic distance between the two population was big. W e  can thereby expect 出at a  
morphological difference exist 
Furthermore， w e  identifi.ed a  domestic naturalized species of Aso Sea and Mihama in the 
sea of J  apan. 

はじめに
ウミモワレカラ Caρrella algaceus Vassilenko， 1967 

は，ロシアのウラジオストク西方のポスジェット湾が
模式産地である。韓国でも (Lee 1986)採集されてお
り，日本では東北の牡鹿半島 (Arimoto &  Hirayama 
1979) ，中海 (Yamauchi &  Mori 2013) や大阪湾( 阪口
2009) ，さらに七尾湾や伊勢湾など( 阪口・谷 2013)
で採集できる。現時点では東アジアでのみ報告がある。
また，この種は汽水域で採集できる (Vassilenko 2006; 
阪口 2009 ;  Yamauchi &  Mori 2013)。
阪口・谷 (2013) によると 西日本各地に生息する
ウミモワレカラ 34個体の m tDN Aの16S r R N A領域の
塩基配列から，日本海側グループと太平洋側グループ
に分けられることがわかった。
ここでは，前回報告したウミモワレカラの採集地

点とその後に見つけた採集地点を含めて西日本での
m t D N AのCOI領域の塩基配列のハプロタイプを明ら
かにした。太平洋側から 76個体，日本海側から 44個
体を用いて解析した結果を報告する。
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採集地点
日本海側は石川県七尾市( 七尾湾とする)，福井県

美浜町( 美浜)，京都府宮津市など( 阿蘇海)，島根県
松江市など( 中海) の4地域から採集した44個体を，
また，太平洋側からは東京都江東区・神奈川県横浜市
( 東京湾)，三重県伊勢市など( 伊勢湾)，大阪府・兵
庫県など( 大阪湾)，岡山県備前市( 瀬戸内海中央部)， 
福岡県吉富町・大分県大分市など( 瀬戸内海西部) の5
地域から採集した 76個体を解析した。今回，新たに
東京湾と瀬戸内海西部からも採集したので，これらも
解析した。

解析結果
解析の結果は，表 1のように29のハプロタイプが
明らかとなった。これをネットワーク樹( 図1 ) と.
最尤系統樹( 図 2) に示した。これらのことからウミモ
ワレカラは太平洋側個体群 (Aグループ) と日本海側
個体群 (B グループ) に大別された。また，阿蘇海と
美浜で太平洋側個体群と同じハプロタイプの個体をそ
れぞれ l個体ずつ確認した。

考察
日本海側と太平洋側の個体群で大きい遺伝距離を確

認した。かなりの時間交雑が起きなかったものと考え
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られる。多くの種ではこれくらいの遺伝距離があれば，
形態的に何らかの違いが出るものである。まずは，太
平洋側個体群と日本海側個体群での形態の違いを明ら
かにすることが課題である。また，日本海対岸のロシア・
ポスジ、エツト湾のウミモワレカラが日本海側個体群に
属するならば，氷期に日本列島が大陸とつながってい
た可能性が高くなる。
阿蘇海と美浜で見つかった太平洋側個体群と同じハ
プロタイプは，圏内移入と見るのが適切であろう。ウ
ミモワレカラは汽水棲のワレカラであるが，普通の海
水でも飼育できるので，船底かパラスト水で運ばれた
可能性がある。さらなる調査が必要である。
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図l ウミモワレカラ Caprella algaceusのm tDN AのC O 1領域487塩基対をもとにしたネットワーク樹。 A
グループが太平洋側の個体群で B グループは日本海側の個体群である。
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図2 ウミモワレカラ Cゆ rella algaceusのm tDN AのC O 1領域487塩基対をもとにした最尤系統樹。
図中の記号は， 0 : 大阪湾. ム: 東京湾，口: 伊勢湾，会: 瀬戸内海中央部，
. : 七尾湾，企: 美浜， . : 阿蘇海( 天橋立)，女: 中海であり， (  ) 内の数字は個体数である。
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ウミモワレカラ Cゆrella algaceusのハプロタイプ表
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A 1  G I A  T I A  G I T  C I C  A I T  T I A  T I G  G I T  A I A  C I C  G I G  T I T  G I C  A I T  A I C  G I T  T I T  G I A  C I A  G I T  G I T  A I A  G I T  A I C  T I T  A  A 1  
A 1 a  G  A 1 a  
A1a1 G  G  A1a1 
A 1a2 G  T  A1a2 
Ala3 G  A  A1a3 
A1a4 T  G  G  A1a4 
A1a4a T  G  G  A  Ala4a 
A1a4b T  G  G  C  A1a4b 
A1a5 A  G  A1a5 
A1a5a A  G  A  A1a5a 
A1a6 A  G  A1a6 
A 2  A  C  C  A  A  A  G  G  C  A 2  
A 2 a  T  C  A  C  C  A  A  A  G  A  G  G  A  T  C  A 2 a  
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